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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は，信頼性のある多言語間コミュニケーションの実現を目指し，利用場面に最適化し
た翻訳リペア支援手法を構築することを目的としている．本研究により，以下の成果が得られ
た．（１）特に正確性が要求される分野として，医療分野における機械翻訳の利用可能性および
医療分野において翻訳文が満たすべき必要要件を調査した．調査の結果，必要要件が満たされ
れば，機械翻訳文でも利用可能であることがわかった．（２）類語を用いた言い換え文自動生成
手法をもとに，良い翻訳結果を得るためのルールに違反するかどうかを検証する仕組みを構築
し，プロトタイプシステムを構築した．また，折り返し翻訳文と対象言語翻訳文の精度不一致
を検出する手法として，複数の翻訳システムを用いる手法を構築した．構築した手法により，
約 71%の精度不一致を検出できることが確認できた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is to develop translation repair method optimized for use 
situation, and improve the reliability of multilingual communication via machine 
translation. The contribution of this research is as follows: (1) this research revealed that 
machine-translated sentences are available in the medical field if they have information of 
their original sentences without exaggeration and without omission.  (2) We developed a 
prototype system using detection methods of breaking the rules for accuracy translation. 
Moreover, we proposed a method for detecting the mismatch between a target-translated 
sentence and its back-translated sentence using multiple translation systems. This method 
can detect approximately 71% of the mismatches. 
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図１ 折り返し翻訳の流れ 

 
１．研究開始当初の背景 
インターネットが世界的に普及し，2010

年のインターネット利用者数は 20 億人を突
破した．インターネット上で最も用いられて
いる言語は英語である．一方，2010 年のイ
ンターネットにおける使用言語の割合は，英
語が 27.3％，英語以外が 72.7％となっており，
英語以外の言語の使用率が年々増加してい
る．また，日本における外国人登録者数は約
218 万人に上り，日本国内における多言語対
応の必要性も高まっている．特に医療のよう
な場面ではコミュニケーションが文字どお
り生死を分けることがあり，日常生活にとど
まらず，様々な場面での多言語対応が喫緊の
課題となっている．このような背景から，多
言語間コミュニケーションを支援するため
に，機械翻訳などの様々な言語資源を用いた
取り組みが行われてきている． 
母語の文章を自動的に他言語へと翻訳可

能な機械翻訳システムは，他言語を十分に習
得していない人々による多言語間コミュニ
ケーションを可能にする．一方，機械翻訳シ
ステムによる完全な翻訳の生成は容易では
なく，これまでに開発された，機械翻訳を用
いた多言語間コミュニケーション支援シス
テムにおいては，機械翻訳システムの翻訳精
度によるコミュニケーションへの悪影響が
報告されている．他言語話者間で正しく意思
伝達を行うためには，翻訳精度の確保が不可
欠である． 
 
２．研究の目的 
 従来，機械翻訳システムの翻訳精度を向上
するためには，システム提供者側での対応が
不可欠である．一方，完璧な翻訳が可能な機
械翻訳システムの実現は困難である．これま
でに，機械翻訳システムの利用者が入力内容
を工夫することにより，翻訳精度を向上させ
る手法に関する研究を行ってきた．折り返し
翻訳（対象言語への翻訳結果を，再度原言語
へと翻訳しなおすこと．流れの例を図１に示
す）を用いた入力文の書き換え（翻訳リペア）
により，現状の完璧な翻訳が不可能な機械翻
訳システムでも，ユーザが入力文を書きかえ
ること（翻訳リペア）により，翻訳精度の向
上が可能であることを示した．しかし，翻訳
リペアでは，ユーザ自身が修正内容を考えな
ければならない．そのため，利用者はどのよ
うに入力文を書き換えればよいかがわから
ず，適切に翻訳リペアができないという問題
がある．また，翻訳文を利用する場面によっ
て，要求される精度が異なり，それらを考慮
する必要がある． 
そこで，信頼性のある多言語間コミュニケ

ーションの実現を目的とし，利用場面に最適
化した翻訳リペア支援手法について研究を

行う．本研究で扱う課題は，（課題１）利用
場面に合わせた支援手法に関する研究，およ
び（課題２）利用者による翻訳リペア作業の
負担軽減に関する研究，の 2 点である． 
課題１については，特に高精度な翻訳が要

求される場面において，翻訳リペアを用いる
ことで機械翻訳の適用が可能かどうかを調
査する． 
課題２については，翻訳リペア作業におけ

るユーザの負荷として，翻訳精度の確認およ
び修正作業という２つを扱うこととし，それ
ぞれを軽減させる手法について検討・提案す
る． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，以下の手順により研究を行う． 
 
＜STEP 1＞利用場面に応じた機械翻訳の適用
可能性の検証 
まず，より高精度な翻訳が要求される場面

における翻訳リペアの適用を想定し，利用場
面に応じた要件について調査する．特に正確
性が要求される分野として医療分野を想定
し，医療分野における機械翻訳システム利用
の問題点の抽出を行う．実際の医療現場で用
いられる文章を，機械翻訳システムを用いて
多言語化し，問題点の抽出および要件を整理
し，機械翻訳の適用可能性を検証する． 
 
＜STEP 2＞翻訳リペア支援システムの構築 
 翻訳リペアを支援するシステムとして，ユ
ーザに提供する翻訳文の質を向上させる手
法およびユーザ自身の書き換え支援手法を
構築する． 
 ユーザによるリペア作業の負荷軽減手法
の一つとして，折り返し翻訳が用いられてい
るが，折り返し翻訳では，対象言語翻訳文と
の不一致が生じ得るという問題を抱えてい
る（表１）．表１に示す例では，原文中の「行
なう」という表現の対訳として，韓国語翻訳
文では「指揮する」を意味する語（表１の韓
国語翻訳文における下線部）が用いられてい
る．そのため，表１の韓国語翻訳文は文とし
ておかしいと判定される．しかし，システム
A を用いて折り返し翻訳文を生成すると，原



 
図２ プロトタイプシステムの画面例 

 
図３ 提案手法における精度不一致検出手法の

流れ 

表１ 折り返し翻訳文と対象言語翻訳文の精度

不一致の発生例 

 

※表中の対象言語翻訳文では，原文中の「行なう」と

いう語が，「指揮する」を意味する表現（下線部）にな

っている． 

 

図４ 提案手法による精度不一致検出率 

文と同じ「行なう」という表現に戻っており，
折り返し翻訳文の内容は原文と一致し，正し
く翻訳されていると判断されてしまう．ユー
ザ自身に対象言語の知識がない場合，この問
題の発生に気づくことが困難であるため，折
り返し翻訳文と対象言語翻訳文の精度不一
致を検出し，適切なリペア作業を支援する手
法を構築する． 
 
４．研究成果 
 本研究の成果を以下に示す． 
（１）医療分野における翻訳の必要要件と機
械翻訳の適用可能性 
特に正確性が要求される分野として医療

分野を想定し，機械翻訳が利用できるかどう
か（翻訳リペアの適用可能性）および医療分
野における翻訳文が満たすべき必要要件に
ついて調査を行った．医療通訳者へのインタ
ビューにより，従来，医療通訳者はどのよう
な指針で通訳を行っているのかを確認し，医
療分野で用いられる翻訳文に対する必要要
件を整理した．その結果，必要要件を満たし
ていれば機械翻訳を利用することも可能で
あり，翻訳リペアの適用可能性を確認できた．
また，現在の機械翻訳は，医療分野での翻訳
文に対する必要要件を満たしているのかを

確認するために，英語翻訳文，中国語翻訳文，
韓国語翻訳文の精度評価を行った． 
 

（２）翻訳リペア支援システムの構築 
 これまでに構築してきた，類語を用いた言
い換え文自動生成手法をもとに，良い翻訳結
果を得るためのルールに違反するかどうか
を検証する仕組みを構築し，プロトタイプシ
ステム（図２）を構築した． 
 また，折り返し翻訳文と対象言語翻訳文の
精度不一致を検出する手法として，複数の翻
訳システムを用いる手法を構築した．提案手
法の流れを図３に示す．図３のように，提案
手法では生成した折り返し翻訳文の翻訳精
度が高精度である場合，複数翻訳機を用いて
折り返し翻訳文を再生成する．それらの翻訳
精度から総合的に精度を判定し，ユーザに提
示する折り返し翻訳を選択することによっ



て，精度不一致を検出している．2 種類の評
価用テキスト（評価テキスト A，評価テキス
ト B）を用いて，構築した手法の精度評価実
験を行った結果を図４に示す．実験の結果，
約 71%の精度不一致を検出できることが確認
できた． 
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